
─省エネ住宅やネット・ゼロ・エネルギー・ハウ

ス（ZEH）のメリットを伝える方法として、「コベ

ネフィット（Co-benefit）」が有効なのではない

かと、伊香賀先生は提言されています。まだ知

らない人が多いと思うので、コベネフィットとい

う言葉を分かりやすく説明していただけますか。

伊香賀様　コベネフィットを訳すと「付随する

便益」となります。この言葉が、国際的に広く

知られるようになったきっかけの1つは、2014

年に公表された「気候変動に関する政府間パ

ネル（IPCC）」の第5次レポートです。気候変

動対策の推進には、建築分野では建物の徹底

した省エネ対策が欠かせません。しかし、建物

の断熱性向上や、高効率な省エネ設備の導入にはコス

トがかかります。つまり、個々の施主の「投資」が必要

です。

　投資するメリットとして、これまでは「光熱費が低減

されるので、投資分を何年で回収できますよ」という説

明をしてきました。しかし、実際の「回収」には長い

年月がかかるので、なかなか投資に踏み切れない。そ

こで、IPCCの第5次レポートで指摘されたのが、コベ

ネフィットという考え方です。「健康コベネフィット」、「知

的財産コベネフィット」、「エネルギーセキュリティー・

コベネフィット」などがあります。

─コベネフィットという考え方や取り組みは、国際的に

広がっているのですか。

伊香賀様　例えば、健康コベネフィットについては、英

国が10年ほど前から住宅政策と健康政策をセットにし

たガイドラインや法規制を定めて、国主導で省エネ住

宅の普及に取り組んでいます。ニュージーランドでも、

温暖化ガス排出量の抑制に向けて、健康コベネフィット

に基づく建物の省エネ化を推進する動きが見られます。

─例えば、健康コベネフィットの場合、何に付随して、

どのような便益があるのですか。

伊香賀様　1つの調査結果に沿って説明してみましょ

う。省エネ性能に優れた戸建て住宅を建てた1万人を

対象に、転居前後の疾患の状態を比較した調査です（図

1）。結果を見ると、どの疾病も、転居後の有病者数が減っ

ています。その要因は、建物の断熱性能にあると考え

ることができます。昼夜や部屋間の温度差が小さくなる

ので、血圧の急変動を抑えられます。結露によるダニ

やカビの発生も少なくなります。

　使用する暖房器具にも違いがあります。隙間だらけ

の古い家だと、排気を出す開放型ストーブを強力に運

転し続けないと部屋が暖まりません。一方、高断熱の

家では、床暖房やエアコンなどの暖房器具を緩やかに

運転するだけで快適になり、空気環境もよくなります。

　健康状態が改善すれば、家計の医療費負担の軽減

や、仕事の病欠が減ることによる収入減の抑制につな

がります。健康になることでもたらされる経済的なメリッ

トが、まさに省エネ対策による便益、つまり健康コベネ

フィットなのです。

─健康コベネフィットの場合、どのくらいの期間で、住

宅の高断熱化への投資を回収できるのですか。

伊香賀様　断熱性能に優れた戸建て住宅を建てるケー

スで考えてみましょう（図2）。性能の高い断熱材やサッ

シなどを使うので、一般的な建設費に100万円程度の

上乗せが必要になると仮定します。

　その投資を、光熱費の削減だけで回収するには29

年かかります。ところが、健康の維持による便益を含め

て計算すると、16年で回収できます。さらに、社会全

体で健康な人が増えれば医療費の公的負担が抑えら

れ、個人が納付する保険料が減ることを加味すると、

回収期間は11年になるという考え方もでき

ます。

─省エネ住宅で健康を維持すれば、巡り

巡って社会全体の保険料負担も減るという

健康コベネフィットの考え方は、社会保障

費の伸びが課題になる今後、説得力を持ち

そうですね。

伊香賀様　実は、健康コベネフィットと関連

して、「介護コベネフィット」もあります。次

に紹介するのは、寒い家と暖かい家とで、

要介護者が半数に達するまでの「健康寿

命」がどのくらい違うのかを調査したもので

す（図3）。大阪の千里ニュータウンに暮ら

し、すでに要介護認定を受けている80人の

協力を得て、最初に要介護認定を受けた年

齢と、住まいの寒さとの関係を調べてみま

した。すると、寒い家に住む人（寒冷住宅

群）に比べて、暖かい家に住む人（温暖住

宅群）の健康寿命は、4歳も長いことが分

かりました。双方の住宅群は、冬の脱衣所

の温度が2℃しか違いませんが、その差が

健康に大きく影響しているのです。

─そこに介護費という負担の差も出るわけ

ですね。

伊香賀様　介護認定を受けた人がいる家庭には、平均

で年間80万円程度の負担がかかると言われています。

4年間、介護を受けずに健康に暮らせば、家計から約

320万円の出費を抑えることができる計算になります。

　ここで、住宅の省エネ対策の話に戻ります。先ほど、

新築時の省エネ対策は100万円ほどプラスの投資とい

う話をしました。その投資をしておけば、老後の家計か

ら約320万円の出費を抑えられるのです。

─断熱性能に優れた住宅は、何も高齢者だけでなく、

誰にとっても健康な住まいですよね。

伊香賀様　子どもについては、複数の幼稚園で調査し

たことがあります。断熱性能や床材などが、子どもの活

動に与える影響を調べたところ、断熱性が高く、床にム

クの木材を使った幼稚園の子どもたちが最も活発でし

た。職員の健康状態も、園舎の温熱環境と相関するこ

とが分かりました。

─床材によっても健康状態に差が出るのですね。

伊香賀様　床材や断熱の違いによる足裏の温度低下と

血圧上昇量の関係を調べた別の調査では、高断熱でム

ク材の床だと足裏温度の低下や血圧上昇を抑えられる

という結果が出ました。「無断熱で一般材の床」と「高

断熱でムク材の床」を比べると、後者のほうが、足裏

温度の低下量が平均0.63℃と少なく、血圧上昇量は約

3.8mmHgに抑制されていました。※

─エアコンなど冷暖房空調の使い方によっても、健康

状態に差は出ますか。

伊香賀様　空調と、睡眠と、翌日の仕事の能率の関係

について実験したことがあります。夏季を想定し、26℃

の設定でエアコンを運転すると、毎秒0.1m以上の強め

の風が流れます。肌寒さを感じて、ときどき目覚めてし

まうので睡眠効率が低下します。設定を28℃にすると、

気流の影響は大きく減ります。

　寝つく時は涼しめにして、2～3時間たったら少し緩

めると快適になります。しっかりと睡眠が取れ、翌日の

作業成績も7%ほど上がります。適切な空調設備の選択

と運用によって、睡眠効率や仕事の成績を向上できる

わけです。会社ならば、社員の仕事の能率が上がり、

経営の効率化を図れる。これもコベネフィットです。

─住宅の省エネ化やZEHが社会的なテーマになってい

ますが、設備機器も適切な組み合わせが必要です。そ

の辺りは、家づくりや設備のプロである工務店や電気

工事会社などが、施主に対して積極的に提案していく

ことも大切になりそうですね。

伊香賀様　工務店だけでなく、設備に詳しい電気工事

会社も一緒に関わっていけるといいですよね。さらに、

設備機器メーカーが積極的にアドバイスをしていくのも

いいでしょう。エアコンと床暖房、全館空調など、設備

機器にはいろいろな組み合わせがあり得ます。みなさ

んが協力して、さまざまなコベネフィットを実現し、消

費エネルギーを抑えながら健康を維持し、元気に働け

る社会にしていけるといいですね。

建物の断熱強化や、高効率な設備機器の普及を促すために、
「コベネフィット」という考え方が、国際的に注目され始めている。
耳慣れない言葉だが、説明を聞いてみると、毎日の暮らしを省エネという観点からもう一度見直し、
構築し直していけば、省エネ効果と経済効果の双方を得られることが分かる。
コベネフィットを提唱する慶應義塾大学教授の伊香賀俊治氏に、
日経BP総研 社会インフラ研究所の小原隆氏が聞いた。
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図1 ● 1万人を対象とした高断熱の家で持病が改善
断熱性の高い住宅を新築した1万人を対象に、転居前後の病気の状
況を調査したもの。居住環境の改善によって、調査したすべての疾病
で有病者が減っていた。完治しないまでも、状態が好転した人も多い
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─エアコンなど冷暖房空調の使い方によっても、健康

状態に差は出ますか。

伊香賀様　空調と、睡眠と、翌日の仕事の能率の関係

について実験したことがあります。夏季を想定し、26℃

の設定でエアコンを運転すると、毎秒0.1m以上の強め

の風が流れます。肌寒さを感じて、ときどき目覚めてし

まうので睡眠効率が低下します。設定を28℃にすると、

気流の影響は大きく減ります。

　寝つく時は涼しめにして、2～3時間たったら少し緩

めると快適になります。しっかりと睡眠が取れ、翌日の

作業成績も7%ほど上がります。適切な空調設備の選択

と運用によって、睡眠効率や仕事の成績を向上できる

わけです。会社ならば、社員の仕事の能率が上がり、

経営の効率化を図れる。これもコベネフィットです。

─住宅の省エネ化やZEHが社会的なテーマになってい

ますが、設備機器も適切な組み合わせが必要です。そ

の辺りは、家づくりや設備のプロである工務店や電気

工事会社などが、施主に対して積極的に提案していく

ことも大切になりそうですね。

伊香賀様　工務店だけでなく、設備に詳しい電気工事

会社も一緒に関わっていけるといいですよね。さらに、

設備機器メーカーが積極的にアドバイスをしていくのも

いいでしょう。エアコンと床暖房、全館空調など、設備

機器にはいろいろな組み合わせがあり得ます。みなさ

んが協力して、さまざまなコベネフィットを実現し、消

費エネルギーを抑えながら健康を維持し、元気に働け

る社会にしていけるといいですね。

暖かい家に住む人ほど
要介護までの「健康寿命」が長い

空調設備の選択と使い方が
睡眠と仕事の効率に影響

誰もがずっと健康に暮らしたい
ZEH提案には必ずコベネフィットをC

o
l
u

m
n

　戸建て住宅を省エネ化するには100万円程度、さらに

ZEH化するには太陽光発電システムなどの追加費用がか

かります。こうした建設費のアップ分を施主にどう説明するか、

悩ましいところです。工務店の中には、受注を逃すことを恐

れ、自分からはあえてZEHを提案しないという声も聞きます。

　伊香賀先生が提唱する「健康コベネフィット」は、顧客の

「予算の壁」を突き崩す秘策と言えます。100万円の建設

費アップに対し、光熱費の削減だけでは29年かかる回収期

間が、健康の維持で医療費などが減るメリットを考慮すると

16年に短縮します。寒い家よりも暖かい家の方が健康寿命

が4歳も長くなる「介護コベネフィット」も、建築主に訴求しや

すいポイントです。

　ZEHは光熱費が減らせるだけでなく、健康になることもで

きる家です。健康な生活

を嫌がる人はいないでし

ょう。コベネフィットを実現

するためには、高断熱な

省エネ住宅を設計した上

で、設備や建材を適切に

選択し、施工し、管理して

いかなければなりません。

　コベネフィットをさらに高める設備の組み合わせや、暮らし

方に合わせた設備の配置計画、機器の使用方法など、施主
への丁寧な説明も重要です。しかし、工務店がそこまでやる

のは荷が重すぎます。電気工事会社の腕の見せ所です。

日経BP社
日経BP総研 社会インフラ研究所

上席研究員  小原 隆 氏

（談）
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図1～3､※　出典 ： Ikaga Lab., Keio University（Rika EGUCHI）

※ 図の出典などについては4ページに記載

※ 図の出典などについては4ページに記載

0

25

50

75

100

60歳

0年 5年 10年 15年 20年 25年 30年

65歳 70歳 75歳 80歳 85歳 90歳 95歳

断
熱
工
事
費
と
各
種
便
益（
万
円
／
戸
）

［大阪府千里ニュータウン在住80人を住宅断熱以外に有意差のない2群で比較］

断熱工事差額100万円

100

温暖住宅群 （n=42）
脱衣所平均室温 ：14.6℃＊

健康保険からの公的負担
便益も加味した場合

健康維持による本人
便益を加味した場合

健康寿命を4歳延伸

光熱費削減
の便益

76歳

11年 16年 29年

80歳

寒冷住宅群 （n=38）
脱衣所平均室温 ： 12.4℃＊

要
介
護
状
態
で
な
い
人
の
割
合

［％］

図2 ● 「高断熱」の投資を早く回収できる健康コベネフィット

図3 ● 暖かい家は健康寿命が4年長い

投資回収年数

年齢

岩前篤 ： 断熱性能と健康、日本建築学会環境工学本委員会熱環境運営委員会第40回 熱シンポジ
ウム、pp.25-28、2010.10
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新築住宅の高断熱化に100万円ほどの加算が必要な場合、その投資を
光熱費の低減だけで回収するには29年、健康維持により医療費負担が
減る「便益」を加えると16年、健康保険からの公的負担も加味すると11
年で回収できる計算になる

断熱性の高い住宅に住む人は、初めて要介護認定を受ける「健康寿命」
が長かったことが分かった。健康寿命が長ければ、一般に年間80万円程
度とされる家計からの介護費負担を減らすことができる
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